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・
質
問　

羽
生
市
の
表
玄
関
で
あ

る
羽
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が

十
五
年
余
り
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。

　

羽
生
市
の
活
性
化
の
た
め
に
も

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発

は
重
要
と
考
え
る
が
、
当
市
の
現

状
と
今
後
の
市
と
し
て
の
考
え
方
、

方
策
を
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
都
市
整
備
部
長
）

　

東
北
自
動
車
道
羽
生
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
は
、
昭
和

六
十
一
年
に
、
市
が
開
発
計
画
を

表
明
し
、
県
に
よ
る
テ
ク
ノ
グ

リ
ー
ン
構
想
短
期
開
発
候
補
地
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
元
年
に
は
、
市
の
基
本
構

想
で
同
地
区
を
流
通
系
業
務
団
地

と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
受
け

て
県
企
業
局
が
流
通
団
地
造
成
を

計
画
し
、
地
権
者
に
対
し
て
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
平
成
三
年

に
同
地
区
の
土
地
の
一
部
に
お
い

て
民
間
開
発
業
者
に
よ
る
地
上
げ

が
行
わ
れ
、
県
企
業
局
が
事
業
化

を
断
念
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
民
間
開
発
業
者
が
同

地
区
の
開
発
に
名
乗
り
を
上
げ
、

数
々
の
開
発
相
談
が
あ
っ
た
が
、

開
発
し
や
す
い
部
分
の
み
の
虫
食

い
的
な
開
発
を
認
め
る
こ
と
は
、

・
質
問　

高
層
建
築
物
の
耐
震
強

度
偽
装
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
大
地
震
の
際

の
各
地
区
避
難
場
所
の
耐
震
強
度
、

耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
の
状
況
は
、

ど
の
よ
う
か
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

　

本
市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
で
、

地
震
の
際
の
避
難
所
と
し
て
、
小

学
校
施
設
、
中
学
校
施
設
、
県
立

高
校
、
羽
生
高
等
技
術
専
門
校
、

各
地
区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、

市
体
育
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
の
三
十
一
箇

所
を
指
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
昭
和
五
十
六
年
以

降
に
建
築
さ
れ
た
建
物
、
い
わ
ゆ

　
＊る
新
耐
震
基
準
に
よ
り
建
設
さ
れ

た
建
物
は
、
北
小
、
新
郷
第
一
小
、

新
郷
第
二
小
、
須
影
小
、
岩
瀬
小
、

川
俣
小
、
手
子
林
小
、
三
田
ケ
谷

小
、
西
中
の
各
体
育
館
、
中
央
、

新
郷
、
岩
瀬
、
井
泉
、
手
子
林
、

三
田
ケ
谷
の
各
公
民
館
、
市
民
プ

ラ
ザ
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
、
羽

生
高
等
技
術
専
門
校
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
耐
震
基
準
の
対
応
が

な
さ
れ
て
い
な
い
建
物
で
、
そ
の

後
耐
震
補
強
を
実
施
し
た
施
設
は
、

小
・
中
学
校
校
舎
全
校
、
県
立
高

校
校
舎
全
校
、
南
小
体
育
館
で
あ

り
、
耐
震
補
強
は
ま
だ
実
施
し
て

い
な
い
が
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

館
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

�

・
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
小
・
中
学

生
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

同
地
区
の
将
来
に
と
っ
て
望
ま
し

く
な
い
こ
と
か
ら
、
一
貫
し
て
全

体
開
発
、
一
体
開
発
を
求
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
権
者
の
合
意
が
得

ら
れ
ず
、
未
開
発
の
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

同
地
区
は
、
現
在
も
基
本
構
想

上
の
流
通
業
務
団
地
と
し
て
の
位

置
づ
け
は
変
え
て
お
ら
ず
、
今
後

の
市
の
発
展
の
た
め
に
も
重
要
な

地
区
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

民
間
開
発
業
者
か
ら
地
権
者
の
同

意
の
も
と
、
一
体
的
な
開
発
の
提

案
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
可
能
な

限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
開
発
の
方
針
が
決
ま
っ

た
場
合
に
は
、
農
地
転
用
や
除
外

の
許
可
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

区
域
指
定
な
ど
、
関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
、
同
地
区
の
整
備
に
対

し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　

�

・
平
成
十
八
年
度
教
職
員
人
事
異

動
に
つ
い
て

・
平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
と
有

効
活
用
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

河
田　

晃
明
議
員

耐
震
対
策
と
し
て
の
地
区
避
難
場
所

強
度
検
査
に
つ
い
て

松
本　

敏
夫
議
員

て
い
る
施
設
は
、
南
中
、
東
中
体

育
館
で
、
今
後
計
画
的
な
耐
震
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
い
な
い
施
設

は
、
井
泉
小
体
育
館
、
村
君
小
体

育
館
、
須
影
公
民
館
、
川
俣
公
民

館
、
村
君
公
民
館
、
女
性
セ
ン

タ
ー
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
除
く
市

体
育
館
の
七
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

井
泉
小
、
村
君
小
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
耐
震
補
強
あ
る

い
は
建
て
直
し
の
両
方
面
か
ら
検

討
、
須
影
、
川
俣
、
村
君
の
各
公

民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
市
体
育

＊
新
耐
震
基
準
と
は

　

昭
和
五
十
六
年
六
月
に
建
築

基
準
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、

改
正
前
の
「
震
度
五
級
の
地
震

で
ほ
ぼ
無
傷
」
と
い
う
基
準
に

「
震
度
七
級
の
揺
れ
で
倒
壊
し

な
い
」
と
い
う
基
準
が
加
わ
っ

た
現
在
の
基
準
を
新
耐
震
基
準

と
い
う
。


